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第
四
章

文
化

生
活

現
在
で
は
ま
っ
た
く

様
相
を
異
に
し
て
い
る
が
、

古
来
、

富
士
山
の
裾
野
の
北
面
に

点
在
す
る
村
々
は
、

岳
麓
の
寒
村
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
み
ら
れ
て
い
た
。
山
地
原
野
と
い
う
劣
悪
な
自
然
条
件
と
、
貧
弱
な
農
業
生
産
力
、
そ
し
て
、
交
通
の
不
便
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
地

域
住
民
の
経
済
活
動
を
阻
害
し
て
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

古
く
か
ら
岳
麓
地
方
に
通
じ
て
い
た
道
と
し
て
は
、

河
口
湖
か
ら
北
麓
の
東
部
を
横
断
し
て
い
た
鎌
倉
往
還
(
御
坂
路

) 、
大
石
峠
を
越

え
て
富
士
山
麓
を
進
む
若
彦
路
、
さ
ら
に
北
麓
の
西
端
を
か
す
め
て
通
る
中
道
往
還
(
右
左
口
路)
な
ど
が
あ
り
、
甲
府
や
駿
河
に
通
じ

て
い
た
。
そ
し
て
、
脇
往
還
と
し
て
上
吉
田
か
ら
谷
村
を
経
て
、
甲
州
街
道
の
大
月
を
結
ぶ
道
が
あ
っ
て
、
「
北
麓
の
村
々
の
う
ち
で
も
、

『
運
輸
ノ
便
ヲ
得
』
た
る
地
と
み
な
さ
れ
た
の
は
、
福
地
、
瑞
穂
、
桂
の
三
ヵ
村
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
運
輸
の
不
便
を
か
こ
っ
て
い
た

が
、
そ
の
中
で
鎌
倉
往
還
に
沿
う
諸
村
が
物
資
流
通
の
便
宜
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
、
河
口
湖
北
岸
の
大
石
、

南
岸
の
勝
山
両

村
以
西
の
諸
村
は
、
『
運
輸
最
モ
不
便
ニ
シ
テ
百
貨
欠
乏
』
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
」
(『
富
士
山
麓
史
』)
の
で
あ
る
。

本
村
に
か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
地
勢
は
「
北
二
足
和
田
山
ヲ
負
ヒ
東
西
南
ノ
三
面
ハ
渺
漠
タ
ル
富
岳
北
麓
ノ
原
野
ニ
シ
テ
域
内
稍
平
坦
ナ

ル
モ
運
輸
最
モ
不
便
ナ
ル
ヲ
以
テ
百
貸
欠
乏
セ
リ
」

(
『
山
梨
県
市
郡
村
誌

』)
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
道
路
に
つ
い
て
は
里
道
と
し
て

「
本
村
東
方
勝
山
村
界
ョ
リ
西
方
西
八
代
郡
上
九
一
色
村
ノ
内
精
進
組

ニ
至
ル
長
壱
里
四
拾
町
幅
弐
間
本
村
下
組
ョ
リ
西
南
二
分
岐
シ
駿

河
国
富
士
郡
ニ
至
ル
支
道
ア
リ
」

(
『
同
上

』)
と
い
う
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
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明
治
三
十
年
代
に
入
る
と
、
馬
車
鉄
道
の
開
設
も
し
き
り
に
こ
こ
ろ
み
ら
れ
、
岳
麓
地
方
の
交
通
運
輸
網
整
備
に
関
心
が
払
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
新
し
い
文
化
を
求
め
る
地
元
の
悲
願
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
山
梨
県
の
施
策
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。

富
士

山
と
そ
の
周
辺
へ
の
観
光
客
の
誘
致
と
、
貨
物
輸
送
の
利
便
化
が
そ
の
眼
目
で
あ
っ
た
。
す
で
に
、
明
治
二
十
八
年
(
一
八
九
四
)
に
英

・国人H ・ S
ホ
イ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ズ
(
帰
化
し
て
星
野
芳
春
と
名
乗
る
)
が
精
進
湖
畔
に
ホ
テ
ル
を
建
設
し
て
い
た
こ
と
も
刺
激
と
な
っ
た

よ
う
だ
。

明
治
三
十
一
年
六
月
の
知
事
交
代
の
引
継
書
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

す
い
す

富
士
ハ
世
界
ノ
名
山
タ
リ
、
而
シ
テ
其
裾
野
モ
世
界
ノ
名
原
タ
リ
、
況
ヤ
湖
水
ア
リ
、
山
光
水
色
映
帯
画
ノ
如
ク
東
洋
ノ
瑞
西
ト
云
フ
ベ
シ
、
此

あ
が
な

ニ
於
テ
外
国
人
中
既
ニ
帰
化
シ
テ
湖
辺
ニ
旅
舎
ヲ
設
ケ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
内
国
人
ニ
於
テ
モ
既

ニ
地
所
ラ
購
ヒ
テ
別
墅

(
べ
っ
し
ょ
=
別
荘
)

ヲ
設

ケ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
、
外
国
人
ノ
来
遊
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
、
又
近
来
、

鉄
道
馬
車
等
ヲ
起
業
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
雖
モ
、

鉄
道
ノ
如

キ
ハ
其
成
功
モ
容
易

ニ
期
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ル
フ
以
テ
、
此
湖
辺
ニ
道
路
の
開
通
シ
テ
交
通
ノ
機
関
ヲ
整
理
シ
、
樹
木
の
繁
殖
シ
テ
遠
望
ノ
計

ヲ
為
サ
ン
事
ヲ、

前
任
知
事
ニ
於
テ
計
画
ア
リ
シ
旨
引
継
ニ
ナ
リ
タ
ル
モ
、
昨
年
中
流
行
病
ノ
為
メ
之
が
調
査

ニ
着
手
ス
ル
ノ
暇
無
之
本
年

ニ
至
リ

漸
ク
一
応
実
地
ヲ
踏
査
シ
、
不
日
係
員
派
遣
調
査
セ
シ
ム
ル
見
込
ニ
有
之
候

明
治
三
十
六
年
(
一
九
〇
三
)
の
、

国
鉄
中
央
線
の
東
京
甲
府
間
の
開
通
は
、
県
民
に
大
き
な
よ
ろ
こ
び
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
し

か
し
、
岳
麓
地
方
に
自
動
車
が
導
入
さ
れ
た
の
は
大
正
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

富
士
山
麓
電
鉄
が
開
業
し
た
の
は
、

昭
和
四
年
(
一
九

二
九
)
で
あ
っ
た
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
国
道
一
三
九
号
線
が
本
村
を
通
っ
て
い
る
が
、
こ
の
道
路
は
、
大
正
十
三
年
(
一
九
四
)、
県
道
吉
田 ‒̶

精
進
湖

線
の
認
定
を
受
け
て
改
良
工
事
が
行
わ
れ
、
昭
和
二
十
八
年
(
一
九
五
三
)
に
、
国
道
八
号

線
で
あ
っ
た
富
士
吉
田
市
と
大
月
間
を
含
め

て
、
二

級
国
道
吉
原 ‒|

大
月
線
と
な
り
、

昭
和
四
十
年
(
一
九
六
五
)
の
政
令
改
正
に
よ
っ
て
、

現
在
の
名
称
と
な
っ
た
。

混
雑
緩
和
の

た
め
の
バ
イ
パ
ス
建
設
と
あ
わ
せ
て
道
路
交
通
網
の
整
備
も
進
み
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
住
み
よ
い
環
境
の
村
に
脱
皮
し
、
発
展
を
つ
づ
け

て
い
る
。
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第
一
節

新
聞
・
ラ
ジ

オ
・
テ
レ
ビ

新
聞

・
雑
誌

本
県
の
新
聞
の
は
じ
ま
り

は
、

明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
七
月
、
文
明
開
化
時
代
に
創
刊
さ
れ
た
「
峡
中
新
聞
」
と
さ
れ
て
い
る
。

明

治
六
年
に
「
甲
府
新
聞
」
と
改
題
さ
れ
、
さ
ら
に
、
明
治
九
年
、
「
甲
府
日
日
新
聞
」
と
改
め
ら
れ
て
日
刊
制
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

明
治
十
四
年
(
一
八
八
一
)
か
ら
あ
ら
た
な
構
想
の
も
と
に
「
山
梨
日
日
新
聞
」
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
変
遷
を
経
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
明
治
年
間
に
は
、
「
峡
中
新
報
」
(
明
治
十
二
年
創
刊
)、
「
峡
中
日
報
」
(
明
治
二
十
一
年
創
刊
)
「
山
梨
民

報
」
(
明
治
二
十
七
年
創

刊
)、

「
甲
斐
新
聞
」
(
明
治
三
十
二
年
創

刊
)
、
「
山
梨
毎
日
新
聞
」
(
明
治
四
十
一
年
創
刊
)
等
の
地
方
紙
が

あ
り
、

創

刊
後
間
も
な
く
廃
刊
し
た
峡
中
新
報
を
除
く
五
紙
が
、
本
県
内
の
地
方
紙
と
し
て
、
大
正
中
期
ま
で
へ
い
立
し
て
い
っ
た
。
明
治
四
十
三

年
「
国
民
新
聞
」
が
甲
信
越
版
を
創
設
し
て
、
支
局
を
甲
府
市
に
新
設
し
た
が
、
こ
れ
が
中
央
の
新
聞
の
本
県
へ
の
進
出
の
は
じ
め
で
あ

る
。
こ

れ
を
契
機
と
し
て
、

大
正
年
間
へ
か
け
て
、
「
報
知
新
聞
」
「
東
京
日

H日
新
聞
」
(
現
在
の
毎
日
新

聞
)、

「
東
京
朝
日
新
聞
」
(
現
在
の

朝
日
新

聞
)、

そ
の
他
の
中
央
紙
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
本
県
に
進
出
し
て
き
た
。

昭
和
に
入
っ
て
も
中
央
紙
、
地
方
紙
と
も
に
は
げ
し
い
消
長
が
く
り
か
え
さ
れ
た
。
戦
後
は
、
昭
和
二
十
一
(
一
九
四
六
)
年
に
創
刊

さ
れ
た
「
山
梨
時
事
新
聞
」
と
「
山
梨
日
日
新
聞
」
の
二
つ
の
新
聞
が
、

日
刊
地
方
紙
と
し
て
中
央
紙
に
伍
し
て
い
た
が
、
山
梨
時
事
新

聞
は
昭
和
四
十
四
年
(
一
九
六
九
)
い
く
た
の
事
績
を
残
し
て
廃
刊
と
な
っ
た
。

以
後
、

山
梨
日
日
新
聞
が
本
県
唯
一
の
日
刊
地
方
紙
と

な
り
、
中
央
紙
で
は
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
サ
ン
ケ
イ
の
各
紙
が
、
本
県
の
新
聞
の
主
流
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
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新聞・雑誌の購読状況
種 別 鳴 沢 区 |大 田和区

新| 東 京 紙 64 28

地 方 紙 177 91

聞 そ の 他 31

雑 242 88月 刊 紙 (134世帯)(60世帯)
8 44

誌 週 刊 紙 (48世
7
帯) (26世

4
帯
4
)

アンケー ト回 343 151答世帯数
()購読している世帯数
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新
聞
の
進
出
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

1
7

8
9

8
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
月
刊
・
旬
刊
・
週
刊
そ
し
て
内
容
も
対
象
も
さ
ま
ざ
ま
、
ま
さ

に
百
花
繚
乱
の
相
を
呈
し
て
お
り
、

た
が
い
に
読
者
の
獲
得
を
き
そ
い
合
っ
て
い
る
現

01
3

状
で
あ
る
。
「
激
写
」

と
い
う
新
語
を
生
ん
だ
写
真
週
刊
誌
な
ど
も
、
そ
の
取
材
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
を
呼
ん
で
い
る
昨
今
で
あ
る
。

1
交
通
通
信
の
未
発
達
の
時
代
に
あ
っ
て

は
、

配
送
配
達
の
遅
れ
な
ど
に
よ
り
、
山
村

部
に
お
け
る
購
読
率
は
低
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
現
今
で
は

全
く
地
域
差
は
な
く
な
っ

地
一
そ

て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
本
村
の
新
聞
雑
誌
の
購
読
状
況
は
別
表
の

種
一

聞
雑

!
w

o
D

と
お
り
で
あ
る
。
地
方
新
聞
の
購
読
者
が
圧
倒
的
に
多
く
地
域
性
を
示
し
て
い
る
。

全

回
答
世
帯
数
と
新
聞
購
読
世
帯
数
の
間
に
や
や
開
き
が
あ
る
の
は
、
そ
の
項
の
回
答
も
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

ま
た
、

月
刊
雑
誌
で
四
「種
類
以
上
を
購
読
し
て
い
る
も
の
が
、

何
世
帯
か
あ
り
最
高
七
種
類
と
い
う
世
帯
も
あ
っ
た
。

そ
の
他
の

新
聞
で

は
、

農
業
新

聞
、
産
業
新
聞
の
購
読
が
目
に
つ
い
た
。

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

わ
が
国
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)
三
月
一
日
、

社
団
法
人
東
京
放
送
局
の
「
あ
あ
、

あ
ー
。

聴
こ
え
ま
す
か
。

K
あ
あ
、
あ
ー
聴
こ
え
ま
す
か
。 O A

J
、
こ
ち
ら
は
東
京
放
送
局
で
す
。
」
と
い
う
芝
浦
で
の
第
一
声
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
東
京
放
送

局
は
、
同
年
三
月
二
十
二
日
の
仮
放
送
に
つ
づ
い
て
、
七
月
十
二
日
に
本
放
送
を
は
じ
め
た
。
こ
の
間
六
月
に
は
大
阪
放
送

局、
七
月
に

は
名
古
屋
放
送
局
が
そ
れ
ぞ
れ
放
送
を
開
始
し
、
ラ
ジ
オ
を
聞
く
こ
と
が
新
し
い
流
行
と
し
て
人
び
と
の
関
心
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
受
信
可
能
な
地
域
で
は
、
手
づ
く
り
の

鉱
石
受
信
機
の
レ
シ
ー
バ
ー
を
耳
に
は
さ
ん
で
聴
く
人
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
ら
わ
れ
た
。
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「
は
じ
め
こ
そ
、
ど
う
も
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
る
と
頭
が
変
に
な
る
と
い
い
だ
し
た
り
、
浪
曲
や
レ
コ
ー
ド
の
放
送
に
、
興
行
師
が
局

へ
す
ご
み

凄
味
を
き
か
せ
て
ど
な
り
こ
ん
だ
り
、
レ
コ
ー
ド
商
売
は
あ
が
っ
た
り
や
と
な
げ
い
た
り
し
た
。
一
方
、
民
衆
は
高
価
な
ラ
ジ
オ
受
信
機

に
非
難
の
声
を
あ
び
せ
『
ラ
ヂ
オ
聴
き
た
い
が
受
話
器
が
買
え
ぬ
、
屋
根
の
ア
ン
テ
ナ
よ
り
ま
だ
高
い
』
と
い
う
よ
う
な
し
ゃ
れ
歌
が
聞

か
れ
た
。
し
か
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
へ
の
関
心
は
、
日
増
し
に
た
か
ま
っ
て
い
っ
た
。
」
(
金
原
左
門

『
昭
和
の
歴
史
』
=
昭
和
へ
の
胎
動= )

の

で
あ
る
。

県
内
で
は
じ
め
て
ラ
ジ
オ
が
放
送
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
二

年
(
一
九
三
七
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
十
二

月
二
十
一
日
、

甲
府
市
飯

K
田
町
に
設
置
さ
れ
た N H

甲
府
放
送
局
が
第
一
放
送
を
開
始
し
た
。

ラ
ジ
オ
放
送
に
い
ち
早
く
関
心
を
持
ち
、

聴
取
を
実
行
し
た
人
が
本
村
に
い
た
。

渡
辺
将
登
氏
で
あ
る
。
氏
の
し
る
し
た
手
帳
に
「
昭

和
二

年
、

ラ
ジ
オ
普
及
し
、
部
品
を
買
入
れ
、
将
登
組
立
て
る
。
」
と
い
う
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の

時
、
ど
の
よ
う
な
受
信
状
況

で
あ
っ
た
か
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
村
に
お
け
る
第
一
号
の
ラ
ジ
オ
導
入
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
県
下
で
も
め
ず
ら
し
か

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

KN H
甲
府
放
送
局
の
開
局
に
よ
っ
て
、
本
県
で
も
ラ
ジ
オ
の
普
及
率
は
急
速
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
聴
取
者
と
普
及
率
の
状
況

は
、
「
昭
和
十
三

年
二

万
七
千
四
百
九
十
七
件
二
一
・
七
%
、

同
十
五
年
四
万
七
千
八
百
三
十
五
件
三
七
・
五
%
と
増
加
し
、

太
平
洋
戦

争
に
突
入
し
て
か
ら
は
さ
ら
に
普
及
率
を
増
し
、
十
七
年
に
は
六
万
四
千
五
百
件
で
五
〇
・
六
%
に
伸
び
、
戦
争
末
期
に
は
、
ラ
ジ
オ
は

防
空
上
必
需
品
と
な
っ
て
飛
躍
的
に
増
加
し
、
十
九
年
に
は
七
万
一
千
五
百
七
十
七
件
五
五
・
五
%
と
戦
前
の
最
高
を
記
録
し
た
が
、
二

十
年
に
は
甲
府
の
戦
災
で
六
万
四
千
六
百
四
十
二
件
の

五
〇
・
二
%
に
減
退
し
た
。
」
(
『
山
梨
県
政
七
十
年

誌
』)

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦

後
再
び
い
き
お
い
を
も
り
か
え
し
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
六
五
・
三
%
と
い
う
普
及
率
を
示
し
た
。

昭
和
二
十
六

(
一
九
五
一
)
年
に
は
商
業
放
送
も
誕
生
し
、
本
県
に
お
い
て
も

、二
十
九
年
に
ラ
ジ
オ
山
梨
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
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K
ロ
ー
カ
ル
番
組
の
充

実
、
ラ
ジ
オ
山
梨
、 H

N
そ
れ
ぞ
れ
の
富
士
吉
田
放
送
局
の
開
局
も
あ
っ
て
、
昭
和
三
十
三
年
末
に
は
、
契
約
者

数
十
三
万
四
千
三

百
二
十
一
件
八
六
・
三
%
に
達
し
た
が
、
未
契
約
者
を
も
入
れ
る
と
、
約
十
九
万
件
程
度
の
ラ
ジ
オ
所
有
が
あ
っ
た
も

の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
を
境
に
、

テ
レ
ビ
時
代
の
色
が
し
だ
い
に
深
ま
り
、
ラ
ジ
オ
は
後
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

ラ
ジ
オ
の
ポ
ー
タ

ブ
ル
化
の
研
究
も
進
み
、
新
製
品
の
開
発
に
よ
っ
て
、
再
び
人
び
と
の
生
活
の
中
に
と
り
も
ど
さ
れ
、
根
強
い
利
用
者
を
保
っ
て
い
る
。

K
テ
レ
ビ
放
送
は
、

昭
和
二
十
八
年
、N H

に
よ
っ
て
東
京
で
放
送
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
本
県
の
立
地
条
件
も
悪

く
、
ご
く
か
ぎ
ら
れ
た
地
域
で
し
か
視
聴
で
き
ず
、
受
像
機
も
高
額
で
あ
っ
た
た
め
、
視
聴
者
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ

に
寄
せ
る
人
び
と
の
人
気
は
高
く
、
プ
ロ
レ
ス
、
大
相
撲
、
プ
ロ
野
球
放
映
の
時
は
、
テ
レ
ビ
の
前
は
こ
れ
を
見
よ
う
と
す
る
人
が
群
ら

が
っ
た
。

K
そ
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
(
一
九
五
九
)
九
月
、N H

が
境
川
村
坊
ヶ
峰
に
放
送
所
を
設
け
て
放
送
を
開
始
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
年
の

十
二
月
、
ラ
ジ
オ
山
梨
も
竜
王
町
に
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
て
テ
レ
ビ
放
送
を
は
じ
め
、
可
視
聴
範
囲
は
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和

四
十
五
年
(
一
九
七
〇
)
に
は
テ
レ
ビ
山
梨
も
開
局
さ
れ
た
。

本
県
に
お
け
る
テ
レ
ビ
の
普
及
状
況
を
み
る
と
、

昭
和
三
十
四
年
の
テ
レ
ビ
契
約
件
数
は
一
万
六
千
六
百
八
十
一
件
で
普
及
率
一
〇
・

七
%
で
あ
っ
た
が
、
以
後
年
ご
と
に
め
ざ
ま
し
い
伸
び
を
示
し
て
い
く
。
昭
和
三
十
八
年
に
は
十
三
万
七
百
九
十
二
件
で
八
一
・
八
%
と

八
〇
%
台
に
突
入
し
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
十
七
万
三

千
二

百
五
十
三

件
で
九
〇
・

五
%
と
な
っ
た
。

最
近
の
昭
和
五
十
八
年
の
契
約
状

況
は
、
普
通
契
約
一
万
八
百
九
十
四
件
四
・
六
%
、
カ
ラ
ー
契
約
二
十
万
七
千
三
百
四
十
一
件
八
七
・
四
%
、
両
方
合
わ
せ
る
と
テ
レ
ビ

の
普
及
率
は
、
九
二
%
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

新
し
い
テ
レ
ビ
局
の
開
局
で
視
聴
範
囲
が
広
が
り
、
ま
た
、
昭
和
三
十
五
年
(
一
九
六
〇
)
九
月
、
ア
メ
リ
カ
、
キ
ュ
ー
バ
に
つ
い
で



テレビ・ラジオの保有状況
区 分|鳴沢区 大田和区 計

ラジ オ 408台| 214台 622台

テ レ ビ 613台| 288台 901台

世 帯数 343世帯151世帯 494世帯

-‒550-

世
界
で
三

番
目
に
カ
ラ
ー
放
送
が
始
め
ら
れ
た
。

皇
太
子
ご
結
婚
の
生
中
継
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
な
ど
が
さ
ら
に
テ
レ
ビ
へ
の
人
気
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
テ
レ
ビ

は
茶
の
間
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

か
く
し
て
、
テ
レ
ビ
放
送
の
技
術
革
新
も
す
す
み
、
受
像
機
の
量
産
に
よ
る
価
格
低
下
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
テ
レ
ビ
は
す
さ
ま
じ
い
勢

い
で
普
及
し
て
い
っ
た
。
テ
レ
ビ
受
像
に
も
は
や
、
都
市
部
も
山
間
部
も
な
く
、
ど
こ
に
い
て
も
、

同
じ
放
送

Ti
k
e

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
テ
レ
ビ
が
「
一
億
総
画
一
化
」
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
議
論
も
出
た
ほ
ど

で
あ

る
。

現
在
で

は
、
一
世
帯
で
数
台
を
持
つ
家
庭
も
現
れ
て
い
る
。
本
村
で
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
保
有
台
数
は

別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
中
に
は
、
「
無
理
に
見
な
い
で
、
ラ
ジ
オ
を
聴
く
」
と
回
答
に
付
記
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

55
こ
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
一
世
帯
当
た
り
の
テ
レ
ビ
保
有
台
数
は
、
平
均
一
・
八
台
、

ラ
ジ

オ
は

一
・
三

台
と
な
っ
て
お
り
、

旅
館
・
民
宿
な
ど
の
一
戸
で
数
台
の
保
有
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
般
世
帯
で
も

二
台
以
上
保
有
す
る
家
庭
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、

ラ
ジ
オ
も
依
然
と
し
て

根
強
い
も
の
が
あ
り
、
電
波
と
日
常
生
活
と
は
ま
っ
た
く
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
節

家
庭

用
品

昭
和
三

十
年
代
(
一
九
五
〇
年
代
後
半
)
に
は
じ
ま
っ
た
日
本
経
済
の
高
度
成
長
は
、

産
業
の
め
ざ
ま
し
い
技
術
革
新
と
、
ひ
と
く
ち
に

言
っ
て
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
に
よ
っ
て
、
人
び
と
の
予
想
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
テ
ン
ポ
で
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
し
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て
、

国
民
の

生
活
水
準
を
向
上
さ

せ
、

生
活
の
内
容
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

戦
中
戦
後
を
経
験
し
た
も
の
に
と
っ
て

は
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
ま
さ
に
隔
世
の
感
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
社
会
に
変
ぼ
う
し
て
い
っ
た
。

食
生
活
の
洋
風
化
、
被
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
大
衆
化
な
ど
に
も
そ
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
時
期
の
国
民
生
活
の
変
化

を
象
徴
す
る
の
は
、
新
し
い
耐
久
消
費
財
の
登
場
と
そ
の
め
ざ
ま
し
い
普
及
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
電
気
洗
濯
機
・
電
気
冷
蔵
庫
・
電

気
が
ま
・
電
気
掃
除
機
な
ど
の
家
庭
用
電
気
製
品
が
あ
い
つ
い
で
登
場
し
た
。
ま
た
、
カ
メ
ラ
・
電
気
蓄
音
機
・
テ
レ
ビ
も
急
速
に
普
及

し
て
い
っ
た
。
な
か
で
も
、
テ
レ
ビ
・
電
気
洗
濯
機
・
電
気
冷
蔵
庫
は
「
三

種
の
神
器
」
と
い
わ
れ
て
も
て
は
や
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
電
気
製
品
は
、
大
量
生
産
化
が
す
す
む
に
つ
れ
て
価
格
も
下
が
り
、
そ
れ
が
ま
た
需
要
を
拡
大
さ
せ
る
も
と
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
昭
和
四
十
五
年
ご
ろ
ま
で
に
、
三
種
の
神
器
は
、
全
世
帯
の
ほ
ぼ
九
〇
%
を
上
回
る
ほ
ど
に
そ
の
普
及
を
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の

頃
か
ら
、
自
動
車
・
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
・
ス
テ
レ
オ
な
ど
の
よ
り
高
度
な
耐
久
消
費
財
ブ
ー
ム
の
時
代
へ
と
移
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
登
場
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
・
自
動
車
・
ク
ー
ラ
ー
の
「
三
C
」
が
、
三

種
の
神
器
に
と
っ
て
変
わ
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る

。

昭
和
三
十
年
代
、
自
家
用
自
動
車
は
ま
だ
ぜ
い
た
く
な
乗
り
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
時
代
に
は
い
る
と
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
イ

シ
ョ
ン
の
波
は
全
国
に
お
し
よ
せ
た
。
そ
れ
は
、
交
通
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
や
文
化
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
物
資
流
通
の
大

量
化
、

高
速
化
だ
け
で
は
な
く
、

人
び
と
の
日
常
生
活
か
ら
、

自
動
車
を
き
り
は
な
せ
な
く
な
っ
た
。

毎
日
の
通
勤
・
通
学
は
も
と

よ

り
、
買
い
物
な
ど
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
部
面
で
、
自
動
車
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
自
動
車
の
保
有
台
数
は
急

速
に
伸
び
、
当
初
大
都
市
圏
か
ら
普
及
し
は
じ
め
た
が
、
そ
れ
が
地
方
に
お
よ
び
、

現
在
で
は
む
し
ろ
農
村
地
方
の
保
有
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

交
通
と
と
も
に
ふ
え
た
の
が
通
信
の

量
で
あ
り
、

電
話
も
家
庭
生
活
に
と
っ
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。



電気製品等の保有状況

種 別 鳴沢区 大田和区 計

洗 濯 機 386 172 558

冷 蔵 庫 415 191 606

掃 除 機 439 212 651

ス テ レ オ 251 131 382
目動
ク
車(除く 699 339 1,038バイ )

加 入 電 話 410 192 602

水 洗 110 54 164

非 水 洗 227 97 326

/回 答なし
世 帯 数 343 151 494

‒- 552-

さ
て
、
今
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
て
、
鳴
沢
区
三
百
四
十
三
世

帯
、
大
田
和
区
百
五
十
一
世
帯
か
ら
の
回
答
の
状
況
は
、
別

表
の
と
お
り
で
あ
る

。

各
種
の
電
気
製

品
、

電
話
、

自
動
車
な
ど
の
保
有
台
数
は
、
ス
テ
レ
オ
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
世
帯
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

旅
館
・
民

宿
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
観
光
事
業
や
そ
の
他
の
商
工
業
な
ど
、

事
業
を
い
と
な
ん
で
い
る
世
帯
は
当
然
の
こ
と
と
し
て

も
、
一
般
家
庭

に
あ
っ
て
も
、
二

台
以
上
を
所
有
し
て
い
る
世
帯
が
少
な
く
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

本
村
だ
け
で
な
く
、

全
般
的
な
傾
向
で
あ

り
、
こ
れ
だ
け
で
、
地
域
の
文
化
水
準
、
生
活
水
準
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
豊
か
な
生
活
実
態
を
示
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。

自
動
車
の
保
有
状
況
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
ク
等
の
自
動
二
輪
車
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
加
え
る
と
相
当
高
い
数
に
の
ぼ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

0

計
5

6
61

9

ち
な
み

に
、

昭
和
六
十
年
度
末
に
お
け
る
県
下
の
自
動
車
の
保
有
台
数

を
み
る
と
、
貨
物
用
途
車
で
は
、

普
通
・
小
型
車
が
七

万
三

千
三

百
九
十

C
V

45

七
台
、

軽
自
動
車
が
九
万
一
千
三
百
七
十
二

台、
乗
用
車
で
は
、

普
通
・

----
小
型
車
が
二
十
一
万
九
千
四
百
十
台
、
軽
四
輪
車
が
一
万
五
千
三
百
十
五

6

台
、

(
『山

梨
県
統
計
年
鑑

』)
と
な
っ
て
お
り
、
合
計
三
十
九
万
九
千
四
百

九
十
四
台
で
、
一
世
帯
当
た
り
一
・
六

台
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
村
に

別
お
け
る
保
有
台
数
に
つ
い
て
、

種
類
別
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
み
る
と
、

総
数
一
千
三
十
八
台

掃
_
イ

で
、

回
答
世
帯
一
世
帯
当
た
り
二
・
一
台
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
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り
、

一
世
帯
あ
た
り
の
平
均
保
有
台
数
は
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
快
適
で
し
か
も
衛
生
的
な
生
活
志
向
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
は
環
境
浄
化
、
水
質
保
全
の
見
地
か
ら
、
処
理
施
設

や
下
水
道
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
が
、
本
県
で
も
都
市
部
を
中
心
と
し
て
、
公
共
下
水
道
の
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、

下
水
道
施
設
の
な
い
地
域
に
あ
っ
て
も
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
が
し
だ
い
に
す
す
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
水
洗
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
る
世
帯
が
百
六
十
四
世
帯
あ
り
、
全
回
答
世
帯
の
三
三
・
二
%
を
占
め
て
い
る
。

第
三
節

旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー

余
暇

(
レ
ジ
ャ
ー
)
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
昭
和
三
十
四
年
(
一
九
五
九
)
ご
ろ
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
企
業
な
ど
の
分
野
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
労
働
時
間
の
短
縮
、
家
庭
の
電
化
に
よ
る
家
事
労
働
の
軽
減
は
、
日
常
生
活
に
余
暇
時
間
を

う
み
だ
し
た
。
も
ち
ろ
ん
余
暇
の
な
か
み
は
、
所
得
階
層
や
働
い
て
い
る
場
に
よ
っ
て
格
差
は
あ
っ
た
が
、
高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
っ

て
、

し
だ
い
に
広
が
り
を
見
せ
、
「
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム
」

と
い
う
言
葉
を
生
み
だ
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

当
初
休
日
な
ど
の
余
暇
時
間
の

過
ご
し
方
に
は
、
「
テ
レ
ビ
」
や
「
ご
ろ
寝
な
ど
の
休
息
」
と
い
う
よ
う
な
非
能
動
的
な
レ
ジ
ャ
ー
が
圧
倒
的
な
上
位
に
あ
っ
た
が
、
時

代
が
進
み
、
所
得
の
向
上
、
家
計
支
出
に
お
け
る
教
養
娯
楽
費
の
支
出
割
合
が
ふ
え
る
に
つ
れ
て
、
「
趣
味
」
「
旅
行
」
「
ス
ポ
ー
ツ
」
な

ど
の
能
動
的
な
レ
ジ
ャ
ー
の
割
合
が
高
く
な
り
、

レ
ジ
ャ
ー
の
大
衆
化
と
能
動
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

旅
行

旅
行
は
レ
ジ
ャ
ー
の
花
形
と
な
っ
て
い
る
。
「
総
理
府
と
経
済
企
画
庁
の
発
表
で
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
か
ら
翌
年
十
一
月
ま
で

の
一
年
間
に
泊
ま
り
が
け
の
旅
行
を
し
た
も
の
は
四
六
%
。
つ
ま
り
今
か
ら
二
十
五
年
前
で
す
ら
、
国
民
の
約
半
数
が
宿
泊
旅
行
を
し
た
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こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
昭
和
五
十
九
年
に
は
、
国
民
一
人
当
た
り
が
実
に
二
・
二
七
泊
の
旅
行
を
し
て
い
る
。
こ
の
旅
行
の
内
わ
け
は
観

光
が
四
八
%
、
家
事
・
帰
省
が
二
三
・
八
%
、
両
者
兼
用
が
八
・
四
%
だ
か
ら
実
に
八
〇
%
の
国
民
が
旅
行
を
楽
し
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

こ
の
大
増
加
の
原
因
は
、
過
去
に
例
を
見
な
い
女
性
の
グ
ル
ー
プ
旅
行
が
増
加
し
た
か
ら
だ
。
特
に
海
外
旅
行
者
は
急
テ
ン
ポ
で
増
加

し、
過
去
十
年
間
に
男
性
の
一
・
七
倍
に
比
較
し
て
、
女
性
は
二
・
八
倍
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
二
十
歳
代
が
四
三
%
と
圧
倒
的

に
多
く
、
三
十
歳
代
は
一
五
%
だ
が
、
特
に
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の
女
性
は
四
十
一
万
人
と
、

男
性
の
二

十
三
万
人
に
比
較
し
て

驚
く
ほ
ど
多
い
。
こ
れ
は
未
知
の
国
へ
の
あ
こ
が
れ
と
、
結
婚
前
の
自
由
を
楽
し
む
た
め
、
ま
た
新
婚
旅
行
が
主
な
目
的
だ
が
、
新
婚
旅

行
の
旅
先
も
ほ
と
ん
ど
彼
女
た
ち
の
意
見
で
決
ま
る
と
い
う
こ
と
だ

。
」(

今
野
信
雄
『
江
戸
の

旅』
岩
波
新
書
)
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。

旅
に
つ
い
て
「
ま
ず
た
び
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
で
あ
る
。
家
を
出
、
故
里
を
は
な
れ
て
旅
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
旅
先
の
他
人
の
家

に
宿
泊
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
日
行
程
で
往
復
で
き
る
土
地
と
の
往
来
が
、
し
だ
い
に
ひ
ろ
が
っ
て
行
く
と
、
行
く
先
々
で
ヤ
ド
を
と
る

と
い
う
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
弁
当
で
は
二
日
も
三
日
も
長
期
間
ま
か
な
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
出
先
で
調
達
す
る
こ

か
ま
ど

た
び

と
に
な
ろ
う
。
し
ぜ
ん
他
人
の
家
の
瞳
で
た
い
て
も
ら
っ
て
食
事
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
他
家
の
火
、
つ
ま
り
他
火
を
食
う
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
旅
と
は
他
火
か
ら
出
た
こ
と
ば
だ
と
説
く
」
(
日
本
の
民
俗
『
人
間
の
交
流
』
桜
井
徳
太
郎
・
北
見
俊

夫)
と
さ
れ
て
い
る
。

む
か
し
の
旅
は
、
生
活
の
旅
す
な
わ
ち
生
活
必
需
品
を
求
め
る
旅
で
あ
っ
た
。
生
活
の
旅
と
し
て
は
、
時
代
が
す
す
む
と
行
商
と
い
う

さ
き
も
り

旅
の
形
式
が
生
ま
れ
、
旅
芸
人
な
ど
も
出
て
く
る
。
権
力
拡
大
の
た
め
の
旅
も
あ
る
し
、
防
人
の
よ
う
に
、

朝
鮮
半
島
か
ら
の
侵
攻
に
備

え
て
政
府
に
召
集
さ
れ
、
関
東
か
ら
は
る
ば
る
九
州
の
地
へ
旅
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
「
も
っ
と
憐
れ
む
べ
き
は
、

地
方
か
ら
の
諸
税
の
運
搬
人
で
あ
る
。

彼
ら
は
運
脚
と
い
っ
た
が
、

租
・
庸
・
調
の
納
税
の
た
め
、
ま
さ
に
牛
馬
に
等
し
い
労
役
を
強
い

ら
れ
る
。
し
か
も
途
中
の
食
糧
は
自
給
自
足
で
、
一
日
二
升
(
現
在
の
約
八
含
)
が
規
定
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、

往
路
に
一
月
か
か
っ
た

と
す
れ
ば
六
斗
(
現
在
の
二
斗
四
升)
の
米
を
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

(
『江
戸
の
旅
』)
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
中
央
権
力
に
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の 1、種類別年間旅行回数()は一世帯当り平均回数
は

種 別 |鳴沢区 |大田和区 計

本人だけ で 284 236 520
(世帯主) (0.8回)(1.6回) (1.1回)

159 81 240夫 婦 で (0.5回)(0.5回) (0.5回)

奥さんだけ 115 92 207
(0.3回)|(0.6回) 0.4回)

16 73親 子 で (0.5
3
回)|(0.5

3
回) (0

2
.
3
5
6
回)

74 57 131そ の 他 (0.2回)(0.4回) (0.3回)
7 5 539 33計 (2.
9
3
5
回)|(3.

3
6回)

1
(
,
2
3
.
3
7
4
回)

世 帯 数 343 151 494

2、旅行の目的別内訳

目 的 別 鳴沢区 大田和区 計

保養・趣味 197 118 315

研 究 22 15 37

信 仰 20 28

縁 者訪問 40 16 56
そ の 他 21 8 29

この表の数字は、旅行の回数とは連関しない。

555-

よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
旅
と
い
う
わ
け

計
で
あ
る
が
、

自
発
的
な

旅
と

し
て

は
、
先
に
述
べ
た
経
済
的
要
因
の
ほ

51
8

か
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
宗
教
的
要
因

で
あ
る
。
社
寺
の
参

詣、
霊
山
信
仰

の
た
め
の
旅
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

い
ま
だ
知
ら
な
い
異
郷
へ
の
あ
こ

が
れ
が
ま
た
、
人
び
と
を
旅
へ
誘
う

Th
e

要
因
と
も
な
る
と
も
い
え
る
が
、

気
奥 で

軽
に
旅
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は

、
交
通
機
関
が
発
達
し
て
か
ら
で
あ
る
。
む
ろ
ん
高
度
経
済
成
長
と
余
暇
の
増
大
が
、
旅
行
を
レ
ジ
ャ
ー
の
上
位
に
お
し
あ
げ
た
の

で
あ
る
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
一
年
間
に
ど
の
く
ら
い
旅
行
を
す
る
か
、
そ
の
回
数
を
た
ず
ね
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
あ

る
。回
答
者
総
数
四
百
九
十
四
世
帯
で
一
千
三
百
三
十
四
回
、
一
世
帯
当
た
り
二
・
七
回
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
勤
務
先
の
出
張
な
ど
仕
事
の

た
め
の
旅
は
、
こ
こ
で
は
除
外
し
て
い
る
。
世
帯
主
本
人
だ
け
で
旅
行
す
る
場
合
が
最
も
多
く
全
体
の
三
八
・
九
八
%
を
占
め
、
つ
い
で

夫
婦
で
、
(
一
七
・
九
九% )

、
親
子
で
(
一
七
・
六
九% )

、
奥
さ
ん
だ
け
で
(
一
五
・
五
二% )

と
な
っ
て
お
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
旅
を
楽

し
む
と
い
う
傾
向
は
、
ま
だ
低
調
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
が
九
・
八
二
%
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
職
場
の
仲
間
で
と
か
、
家
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族
全
部
が
い
っ
し
ょ
で
と
い
う
付
記
が
目
に
つ
い
た
。

目
的
別
で
は
、
保
養
・
趣
味
が
全
体
の
六
七
・
七
四
%
と
圧
倒
的
に
多
く
、
現
在
の
全
国
的
な
旅
行
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
つ
い
で
縁
者
訪
問
(
一
二
・
〇
四% )

、
研
究
(
七
・
九
六% )

、
信
仰

(
六
・
〇
二% )

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
も
六
・
二
四
%
あ

る
が
、
先
祖
の
法
事
と
か
、
兄
弟
会
、
戦
友
会
、
老
人
会
な
ど
が
旅
行
の
目
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
目
的
は
一
応
の
分
類
で

あ
っ
て
、
多
く
の
旅
行
目
的
は
、
そ
の
中
に
レ
ジ
ャ
ー
の
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ゴ
ル
フ

ゴ
ル
フ
発
祥
の
地
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
と
い
う
説
が
も
っ
と
も
強
い
と
い
う
。
日
本
の
ゴ
ル

フ
は
、
明
治
三
十
六
年
(
一
九
〇
三
)
に
開
設
さ
れ
た
神
戸
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
プ
レ

ー
ヤ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
在
留
外
国
人
で
、
会
員
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
て
い
た
日
本
人
が
数
名
い
た
が
、
彼
ら
日
本
人
は
プ
レ
ー
を
ま
っ
た

く
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
大
正
時
代
に
入
っ
て
各
地
に
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
が
あ
い
つ
い
で
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
十
三
年
(
一
九

二
四
)
日
本
ゴ
ル
フ
協
会
が
つ
く
ら
れ
、
公
式
競
技
の
ル
ー
ル
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
、
ゴ
ル

フ
・
コ
ー
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

戦
後
は
各
地
に
戦
前
を
は
る
か
に
上
回
る
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

本
県
に
は
じ
め
て
ゴ
ル
フ
場
が
お
目
見
え
す
る
の
は
、

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
、

昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
五
月
、

富
士
急
行
が
山
中

湖
村
山
中
に
開
設
し
た

富
士
ゴ
ル
フ
場
が
最
初
で
あ
る
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
五
年
(
一
九
六
〇
)
十
一
月
一
日
、
本
村
の
字
富
士
山
に
本
県
で
は
二
番
目
の
ゴ
ル
フ
場
「
富
士
レ
ー
ク
サ
イ
ド

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
が
富
士
観
光
開
発
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
殿
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
増
穂
町
最
勝
寺
) 、

甲
府
国
際

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
御
坂
町
黒

駒
)、

昇
仙
峡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
敷
島
町
富
士
塚
)
と
数
年
を
経
て
開
設
さ
れ
た
が
、

当
時
ま
だ
ゴ
ル

フ
は
一
部
の
階
層
の
人
び
と
の
間
で
し
か
楽
し
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
「
金
の
か
か
る
上
流
階
級
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
印
象
が
一
般
に
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娯楽施設利用税の 課税状況
第1表 ゴルフ場等の状況の 推移
年度 施設数|利 用人員|調 定 額

(人) (千円)
50 12 256,276 223,175

51 14 295,356 291,957

52 17 337,192 337,657

17 407,337 399,463

4 19 472,383 470,804
55 20 561,985 558,183

56 21 668,586 656,249

57 21 735,905 743,793

58 21 746,337 839,533

59 21 739,140 885,756

60 23 769,721 933,300

(ゴルフ場及びゴルフ場に類する施設を含む)

ー 557-

は
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
し
だ
い
に
一
般
に
広
が
り
は

じ
め
、
昭
和
五
十
年
代
に
入
る
と
、
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
数

は
年
ご
と
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
人
の
増
加

ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
税
務
統
計
書
の
「
娯
楽
施
設
利
用

- -
税
の
課
税
状
況
」
が
一
つ
の
判
断
資
料
と
な
ろ
う
。
そ
の
状
況

--

2 1
は
第
一
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
年
か
ら
六
十
年
の

度
o
ve

r
o
co

d

3
4

5
9

十
年
間
に
、
施
設
数
は
二
倍
と
な
り
、
そ
の
利
用
人
員
は
、
三

年
5
5

5
5

倍
を
こ
え
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
は
比
較
的
過
激
で
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、

老
若
を
問
わ
ず
楽
し
め
、
一
ラ
ウ
ン
ド
で
相
当
長
い
距
離
を
歩
く
た
め
健
康
に
よ
い
と

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
大
自
然
の
景
観
が
人
び
と
を
魅
了
し
、
観
光
的
評
価
も
加
え
ら
れ
人
気
は
上
昇
中
で
あ
る
。
県
内
で
は
今
な
お
建

設
中
の
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
。
ゴ
ル
フ
人
気
に
と
も
な
っ
て
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
利
用
人
員
も
ふ
え
て
い
る
。
本
県
の
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
、

昭
和
三
十
六
年
(
一
九
六
一
)
十
月
一
日
、
甲
府
市
に
開
か
れ
た
湯
村
ゴ
ル
フ
場
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
急
速
に
店
舗
も
増
加

し
た
が
、
昭
和
五
十
年
代
に
や
や
減
少
か
ら
横
ば
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
山
梨
県
税
務
統
計
書
に

よ
る
利
用
状
況
と
税
額
は
第
二
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

本
村
民
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
人
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
二
百
四
十
四
世
帯
、
三
百
三
十
七
人
が
ゴ
ル
フ
を
す
る

と
答
え
て
い
る
。
一
年
間
に
ゴ
ル
フ
を
す
る
回
数
は
、
平
均
七
～
八
回
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
三
十
回
、
五
十
回
と
い
う
人
も
い

た
。



第2表 ゴルフ練習場の状況の推移
利 用 人年度 店舗数 (人

員
)
|調 定

(千
額
円)

50 36 214,487 12,602

51 34 187,718 14,451

52 32 193,684 15,222

53 31 197,466 15,501

54 29 207,134 16,300

55 27 251,443 19,829

56 27 307,440 24,298

57 27 360,305 28,406

58 29 345,008 27,279

59 29 362,643 28,690

60 31 447,819 35,893

ス

-558-

・
ゴ
ル
フ
の
経
験
年
数
に
つ
い
て
は
、
家
族
の
中
で
一
番
長
い
人
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
結

果、
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
五
年
未
満
が
三

八
・
八
%
で
も
っ
と
も
多
く
、
つ
い
で
五
年
～
十
年
未
満
の
二
六
・
四
%
と
な
り
、
両
者
合
わ
せ
て
六
五
%
を
こ
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
ゴ
ル
フ
が
村
内
に
お
い
て
も
、
最
近
急
速
に
人
気
を
高
め
て
い
る
こ
と
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
経
験
年
数
二
十
年
以
上
の
キ

ャ
リ
ア
組
も
十
五
人
い
る
。

主
と
し
て
ゴ
ル
フ
を
行
う
場
所
に
つ
い
て
は
、
第
五
表
の
と
お
り
で
あ
り
、

県
外
の
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
す
る
と
い
う
割
合
が
五
〇
%
。
余

り
と
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
が
健
康
上
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
や
旅
の
レ
ジ
ャ
ー
と
結
び
つ
い
て
い
る
一
面
を

示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
村
に
は
現
在
五
つ
の
ゴ
ル
フ
場
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
富
士
山
の
大
自
然
を
背
景
と
し
た
す
ぐ
れ
た
景

観
、
さ
わ

や
か
な
空
気
と
あ
ざ
や
か
な

緑
が
人
び
と
を
魅
了
し
て
い
る
。
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第四章 文化生活

第3表 村内でゴルフをする人数

区 分 鳴 沢 区 大 田 和 区 計

ゴルフをする人 223人 114人 337人

同上世 帯数 162世帯 82世 帯 244世帯

第4表 ゴルフの経験年数(家族中一番長い人)
経 験 年 数 鳴 沢 区 大 田 和 区 計 割 合

(年) (人) (人) (人) (%)
5 年 未 満 57 31 88 38.8

5年以上 37 23 60 26.410年未満

10年以上, 27 12 39 17.215年未満

15年以上 17 25 11.020年未満

20 年以 上 11 4 15 6.6

149 78 227 100

第5表 ゴルフをする主たる場所
鳴 沢(区) 大 田和区 割場 所 人 (人) 計 (%)

村 49 14 63 21.7

村を除く県内 49 32 81 27.8

県 外 97 50 147 50.5

計 195 96 291 100
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